＜2024教　内容解説資料＞　日本文教出版　


小学道徳 生きる力　教科書検討の観点から見た内容の特色

１.教育基本法及び学校教育法との関連
	教科書検討の観点
	「小学道徳　生きる力」の内容の特色
	主な関連ページ


●教育基本法第二条に示された教育の目標に基づき、広い知識と教養、豊かな情操と道徳心、伝統と文化を大切

にする心、自己を見つめ社会を創造する高い公共の精神を育むため、多様な教材が選択されるとともに、構成が

	工夫されている。
	全学年　全教材を通して
	


同法第二条


幅広い知識と教養を身に付け、真理を


●教材で扱う題材は、発達の段階をふまえながら、家庭、学校、社会の幅広い分野のものがバランスよく採用されている。標準時数外の教材で、本文教材の補充または家庭学習用として、学校の実態に応じて、児童が主体的に適宜活用できるよう


全学年　全教材を通して

	巻末ふろく教材


	
	●「問題解決的な学習」や「体験的な学習」などの手法を用いた効果的な展開の様子を写真とともに示し、「児童のこれまでの多様な実践活動を生かし」ながら学びを実現するための工夫が示されている。
	全学年　ぐっと深める

	
	●コラム「心のベンチ」は、教材で示される主題などをより多面的・多角的に考えることができるよう、教材と関連づけながら適宜配置されている。
	全学年　心のベンチ


●道徳科の意義や学び方などを、発達の段階に応じてわかりやすく示し、学習内容にスムーズに入っていけるよ

	う、各学年冒頭には「道徳のとびら」、「道徳の学び方」というオリエンテーションページが配置されている。
	全学年　p.2～5　道徳のとびら、道徳の学び方
	


個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を


●「自ら信じることに従って、自律的に判断し、実行することの大切さ」、「自己の行為の結果には責任が伴う」ことをふまえながら、自分自身の持ち味について考え、よりよい方向へ伸ばし、磨きをかけていく

	6年 p.6
それじゃ、ダメじゃん　など


●人権の尊重という観点から、「いじめ問題」が重点的に取り上げられ、複数教材とコラムを組み合わせ

	たユニットとして構成され、集中的に考えられるように配慮されている。
	全学年　「人との関わり」ユニット
	

	
	●発達の段階に合わせて、さまざまな職業を取り上げ、勤労の尊さについて、多面的・多角的に考えられるよう、キャリア教育につながる教材が適切に取り上げられている。
	【キャリア教育】

1年 p.128　120てんのそうじ

2年 p.142
森のゆうびんやさん

3年 p.116
水族館ではたらく
4年 p.42
いのりの手

5年 p.96　　父の仕事　

6年 p.50
ウイルスとの戦い
－父にエールを－　など



	6年 p.142
わたしのせいじゃない　など


●自分も社会の一員であるという自覚を深め、互いに積極的に協力し合おうとする意欲を育てるための教材が工

	夫されている。

	1年 p.8
たのしいがっこう

2年 p.66
おじさんからの手紙
3年 p.64
学級しょうかい

4年 p.60
ぼくの草取り体験
5年 p.32
サタデーグループ
6年 p.158
消えた本　など
	


生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度を


	6年 p.102
その思いを受けついで　など



6年 p.98
エルトゥールル号-日本とトルコのつながり-　など

	


【学校教育法　第三十条第二項】
	
	

	
	生涯にわたり学習する基盤が培われるよう、基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これらを活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習に取り組む態度を養うことに、特に意を用いなければならない。


●コラム「心のベンチ」では、教材に関連する素材が提供され、多面的・多角的な思考を促そうと工夫されてい

	る。
	全学年　道徳のとびら

全学年　全教材冒頭の「キーワード」
全学年　巻末の「学習内容一覧」
全学年　心のベンチ
	


	●上記のような活動例が写真や挿絵によって示されている。
	全学年　ぐっと深める
（※各学年目次の教材名の下に、マークが付いています。）

後記2．(4)「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）への配慮」を参照してください。
	


	主体的に学習に取り組む態度を養うための工夫はあるか。
	●児童を主体的な学びに導くため、文学作品からスポーツ、芸術、身近な生活場面まで、多岐にわたる主題が取り上げられ、興味・関心をもって学習に取り組めるような教材が採用されている。

●また、すべての教材に、「導入の発問例」、「考えてみよう（＝教材のねらいに迫るヒントとなる中心発問例）」、「見つめよう・生かそう（＝学習を通して学んだこと、わかったことを自発的に確かめ、今後の生き方に生かしていくための発問例）」、の３つの発問例が示され、児童が主体的に学習を進められるよう工夫されている。
●学校や家庭などで自由に視聴できる教科書QRコンテンツが充実しており、児童の理解を促し、興味・関心をもって学習に臨める工夫がされており、学習意欲の向上を期待できる。
	全学年　全教材を通して


2.学習指導要領との関連

（１）

	学習指導要領の目標に適合しているか。


	第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の目標に基づき、よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。（小学校学習指導要領「第３章 特別の教科　道徳」の「第１ 目標」）


●学習指導要領で育成が目指されている資質・能力の「三つの柱」をふまえ、道徳的価値

に関するすべての内容項目を扱いつつ、重点とすべき内容項目については複数の教材が取り上げられている。特

に道徳教育における現代的な課題を重視し、生命の尊重、自他の敬愛、郷土愛、国際理解などに関わる教材がし

	っかりと取り上げられている。
	全学年　全教材を通して
	


●巻頭オリエンテーションページの「道徳のとびら」で、学習内容やそのねらいなどを端的に示し、道徳的諸価


全学年　p.2、3　道徳のとびら
	


●各教材の冒頭にはキーワードを明示し、児童が道徳的価値と関連づけて思考を進めることができるように配慮され

	ている。
	全学年　全教材を通して
	


②自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考えるための


●さまざまな人々の生き方を教材として取り上げることで、児童が自己を見つめ、人としての生き方につ


	6年 p.6
それじゃ、ダメじゃん　など


●「ぐっと深める」では、写真で対話的・協働的な学習場面が例示されており、児童が多面的・多角的に学

	習に取り組む際の参考にできるよう配慮されている。
	全学年　ぐっと深める
	


●別冊の「道徳ノート」には、自由記述欄が設けられ、その「使い方」として友達の意見が記入できることにも触れられて

	おり、多面的・多角的な学習を促している。
	全学年　道徳ノート
	


●各教材には、末尾に「考えてみよう」と「見つめよう・生かそう」の２つの発問例が設けられている。「考えてみよう」は、その教材のねらいに到達するための発問例で、この発問をもとに考えることによってねらいとする

	道徳的判断力、心情、実践意欲と態度を育てようとしている。
	全学年　全教材を通して
	


●「見つめよう・生かそう」は、授業で学んだことを「これからの児童自身に生かしていく」ための発問例で、こ


全学年　全教材を通して
	



●ユニットは、教材と心のベンチを組み合わせて配置されていて、テーマに合わせて活動したり、多面的・多

	角的に考えたりすることで、より深い学びへと到達することができる。
	1年 p.112
やめろよ
1年 p.116　 ふたりだけで
1年 p.118 
あなたってどんな人？

1年 p.122
わたしのすきな〇〇（心のベンチ）

2年 p.124
ぐみの木と小鳥

2年 p.128
ある日のくつばこで

2年 p.134
ふわふわ　ちくちく（心のベンチ）

3年 p.86
同じなかまだから

3年 p.92
心の声に耳をかたむけて（心のベンチ）

3年 p.94
たからさがし

4年 p.90
遠足の朝

4年 p.94
なくそう！いじめ（心のベンチ）

4年 p.96
いじりといじめ

5年 p.72
真由、班長になる

5年 p.76
名前のない手紙

5年 p.80
いじめは止められる！
（心のベンチ）

5年 p.82
折れたタワー

6年 p.132
二十五人でつないだ金メダル

6年 p.138
ブランコ乗りとピエロ

6年 p.142
わたしのせいじゃない

6年 p.176
みんな、自由。みんな、平等。（心のベンチ）　など
	


●巻頭オリエンテーションページの「道徳の学び方」では学習方法が解説され、学習の支援になるよう配慮されている。


	●結論ありきではない、児童が自ら考えたくなる教材が開発されている。
	全学年　p.4、5道徳の学び方

全学年　教科書QRコンテンツ
　　　　・話し合ってみよう

　　　　・動いてみよう

　　　　・書いてみよう
	


主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）への配慮


●児童が主体的に道徳的価値について考えられる問題解決的な学習や、体験を生かして学ぶ体験的な学習、多様な実践活動を生かした学習を融合的に取り入れ、いきいきとした授業が展開できるような教材が用意されている。これらの教材に続いて「ぐっと深める」を示し、


全学年　「ぐっと深める」のある教材
	


●問題解決的な学習……問題解決的な学習方法を用いると効果的と考えられる教材には、教材のあとに「ぐっと深める」を挿入して、問題をつかむ活動や考える活動を促す発問などが示され、児童の思考と対話を促した上で学習の参考となる


6年 p.142
わたしのせいじゃない　

など
	


●道徳的行為に関する体験的な学習……特に体験的な学習を取り入れることが効果的と考えられる教材には、教材のあとに「ぐっと深める」が挿入され、具体的な活動例や留意点などが示されている。役割演技や動作化の写真をふんだんに提示し、児童の配置や必要な小道具、配慮事項などが具体的に示されているため、実際の授


1年 p.14
あいさつのあるいちにち


	6年 p.92
手品師　など



●各巻とも、魅力のある教材がふんだんに取り上げられ、児童の興味・関心を引きつけるだけでな


5年 p.6
のび太に学ぼう

	5年 p.162
かぜのでんわ

6年 p.86
生きることをあきらめない

6年 p.168
ゴゴ　九十四歳の小学生　など




多面的・多角的な学習への配慮


①友達の意見を聞く姿勢

……オリエンテーションや「ぐっと深める」のページに掲げた児童の学習場面、特に自分で深く考える場面や、二人


全学

	年　p.4、5　道徳の学び方


②心のベンチ……本教材とは異なった角度から問題を考える素材が例示されており、


5年 p.152
親しき中にもマナーあり


など
	


③自分とは異なる意見を記録する活動……別冊の「道徳ノート」には、自由記述欄が設けられ、巻頭の「

道徳ノートの使い方」には友達の意見の記入ができることにも触れられており、多様な考えを尊重する姿勢の大


	　　　　道徳ノート

	（７）

児童が主体的に道徳性を養うための指導への配慮がされているか。
	●児童の考えを引き出すために、次のような紙面づくりがおこなわれている。

●発問の流れ……導入部から展開後段まで、児童の思考の流れに沿った発問が設定され、自発的な思考を引き出す配慮がなされている。

①導入のための発問例……教材の冒頭に、教材に入り込むきっかけとなる発問例が掲載されている。

②「考えてみよう」……教材のねらいに迫るヒントとなる発問例が示されている。

③「見つめよう・生かそう」……学習を通して学んだこと、わかったことを自発的に確かめ、これからの児童自身の生き方に生かしていくための発問例が示されている。

●キャラクター……教科書全体を通して児童の主体的な学びのガイドとして「ココロウ」や児童キャラクターを設定。前記の発問の、導入のための発問例は「ココロウ」が担当し、児童の目線で疑問に思ったこと、やってみたいと思うことの投げかけや前記の発問の、②と③は4人の児童キャラクターが担当している。
	全学年　全教材を通して

※キャラクターは各巻とも「道徳のとびら」で紹介されている。





	　　　　道徳ノート




1年 「どうとくノート」p.2〜13


4年 p.42
いのりの手

	4年 p.124
つくればいいでしょ

5年 p.6
のび太に学ぼう

5年 p.128
森の絵

6年 p.42
ぼくたちの学校

6年 p.168
ゴゴ　九十四歳の小学生　など



3年 p.40
あこがれの人（岐阜県）


6年 p.62　貝塚博士（千葉県）

など
	




全学年　p.2 道徳のとびら
	全学年　p.4 道徳の学び方
全学年　道徳ノート


（12）


　



3年 p.76
うまくなりたいけれど


3年 p.12
もっと調べたかったから

【算数科】

【生活科】


5年 p.60
和太鼓調べ


（心のベンチ）

【体育科】

3年 p.138
ぼくのボールだ


【総合的な学習の時間】


5年 p.20
やさしいユウちゃん　など
	


	●いじめの防止は最重要テーマの一つとして多岐にわたる工夫が施されている。
	前記2．（2）「いじめの防止」を参照してください。
	



1年 p.124
休みじかん

2年 p.62
あぶないよ

3年 p.132
助かった命

4年 p.80
ほんとうに上手な乗り方とは


5年 p.154
ながらって……


	6年 p.120
自分を守る力って？　など



1年 p.50
ひつじかいのこども

2年 p.98
おばあちゃん　お元気ですか


（心のベンチ）

4年 p.74
交流学習の前に

5年 p.68
のりづけされた詩

5年 p.142
すれちがい


（心のベンチ）

	6年 p.36
カスミと携帯電話

6年 p.40
めざせ！情報モラルの達人
（心のベンチ）　など


④社会の持続可能な発展


2年 p.58
花火にこめられたねがい

3年 p.128
いちばんうれしいこと


4年 p.130
 聞かせて、君の声を！

4年 p.142
きれいな水（心のベンチ）

5年 p.36
ひとふみ十年

5年 p.56
母さんの歌
	5年 p.112　わたしたちの未来を守るために

　（心のベンチ）
6年 p.32
緑の闘士－ワンガリ・マータイ－
6年 p.110
杉原千畝－大勢の人の命を守った外交官－
6年 p.114　平和に向けて－私たちが知り、つないでいく－　　　など


	⑤伝統・文化教育、国際理解教育
	●伝統・文化教育、国際理解教育については、多くの教材を取り扱っている。また、それぞれの内容項目は、学年が上がるにつれて表現や要素が変化していくが、配置された教材はその変化に適切に対応しており、それぞれの学年でのねらいが容易に達成できるよう配慮されている。
	前記１．【第五号】の項を参照してください。



4年 p.130
聞かせて、君の声を！


　　　など


3年 p.116　 水族館ではたらく


－父にエールを－　など

【法教育】


4年 p.26
さち子のえがお


	各学年巻末「学習内容一覧」のテーマ欄を参照してください。


	多様な教材が扱われているか。
	●「生命の尊厳」「自然」「伝統と文化」「先人の伝記」「スポーツ」「情報化への対応」などの多様な教材が扱われている。

●「生命の尊厳」に関わる教材では、生命あるすべてのものをかけがえのないものとして尊重するという姿勢が貫かれており、児童が発達の段階に応じて生命の尊厳について考えられるようになっている。

●「先人の伝記」に関わる教材では、多様な生き方が紹介され、生きる勇気や知恵などを感じられるとともに、人間としての弱さを見せる姿なども表現され、生きることのよさや意味などについて深く考えられるようになっている。

●「スポーツ」については、世界を舞台に活躍する選手やそれを支える人々の公正な態度や礼儀、連帯精神、チャレンジ精神や力強い生き方や苦しみなどを考えさせる教材が選ばれており、道徳的価値の理解や、それに基づいた自己を見つめる学習を進めることができる。

●「自然」は2.(13）④、「伝統と文化」は2.(13)⑤、「情報化への対応」は2.(13)③を参照してください。
	【生命の尊厳】

1年 p.28
うまれたてのいのち

2年 p.152
生きているから

3年 p.6
いのちのまつり　ヌチヌグスージ

4年 p.30
あなたの時間にいのちをふきこめば

5年 p.24
「命」

6年 p.18
命のアサガオ　など

【先人の伝記】

2年 p.34
虫が大すき
－アンリ・ファーブル－
4年 p.68
マルガレーテ・シュタイフ 
－テディベアを作った人－
4年 p.100
お父さんのじまん

5年 p.124
ミスタートルネード　藤田哲也
6年 p.110
杉原千畝－大勢の人の命を守った外交官－　など
【スポーツ】

5年 p.28
ソフトボールに恩返しを
－上野由岐子－
6年 p.132　二十五人でつないだ金メダル
6年 p.162
アスリートの言葉　など




全学年　全教材を通して
	


3.構成・配列

	教科書検討の観点
	「小学道徳　生きる力」の内容の特色
	主な関連ページ



	●学年ごとに、児童や学級の実状をふまえ、１学期には学級づくりや学校生活・集団生活の充実（低学年）、オリエンテーションやよりよい人間関係の形成（３～６年）、３学期には振り返り、深化、発展（次学年や中学校段階との連携を含む）を意識した内容項目や教材が配置されている。
	全学年　全教材を通して
	


	内容項目の分量が適切に配分されているか。

	●学習指導要領の内容項目が過不足なくおさえられているとともに、重点項目は複数の教材が掲載されている。
●各学年とも35（１年は34）の主教材のほかに、「ふろく」として3教材を収めており、自主学習に役立てることができる。
●詳しくは、内容解説資料p.36～37「内容項目別教材一覧」を参照してください。
	全学年　全教材を通して



	全学年　各5教材（1年は6教材）



全学年　全教材を通して


	


4.正確性及び表記・表現

	教科書検討の観点
	「小学道徳　生きる力」の内容の特色
	主な関連ページ


	児童の発達段階に応じた活字の大きさ・文字数・文章表現等がなされ、平易で理解されやすいように工夫されているか。
	●漢字は、原則として当該学年の配当漢字までが使用され、当該学年以上の漢字やキーワード・固有名詞等の漢字には、すべてにふりがながつけられ、読みやすくなるよう配慮されている。

●脚注欄では、やや難解な語句の解説や、教材の読み取りのために必要な補足説明がていねいになされている。

	全学年　全教材を通して


5.造本

	教科書検討の観点
	「小学道徳　生きる力」の内容の特色
	主な関連ページ


	特別支援教育の観点、ユニバーサルデザイン(UD)への配慮
	●特別支援教育への配慮やカラーユニバーサルデザインの観点から、大内進先生（星美学園短期大学日伊総合研究所客員研究員）による校閲のもと作成されている。
●カラーユニバーサルデザインへの配慮
一人ひとりの色覚の違いを問わず、多くの児童に見やすいように、レイアウトは、色調や色の組み合わせに細部まで配慮されている。
●教材の本文にユニバーサルデザインフォントを使用し、読みづらさが子どもたちの学習の妨げにならないよう配慮されている。
●読み取りやすさに配慮された教科書
スムーズに読み進められるように、1、2年生の本文は、読みやすいまとまりで改行している。また、教材冒頭にリード文を示したり、主な登場人物を整理して配置するなどして、教材をできるだけ読み取りやすくするための配慮がされている。
●全教材見開き構成
教材はすべて見開き単位で構成され、前後の教材に気をとられることなく、児童が集中しやすくなっている。
	全学年　全教材を通して
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